
 

  Ⅷ 団体育成・サークル活動 

『地区郷づくり』と共に歩む自冶会公民館活動 

 

福津市・宮司三区公民館館長 坂根康廣 

 

 

１ 宮司郷づくり事業と自冶会公民館活動 

２ 宮司地区は、公民館と宮司コミュニティセンターを持つ行政区域である。 

 宮司地区（８行政区）の区の役員とボランティアを中心にした自冶会公民館活動と、 

  平成１９年４月からスタートした郷づくり事業活動を主体に活動している。 

３ 協力団体。宮地嶽神社・消防第二分団・宮司地区老人会・宮司地区子供会・民生委員。 

４ 予算 

 



５ 郷づくり事業の内容 

５－１【環境・景観】 

子どもがいきいきと成長できる自然を育み、歴史を大切にする地域づくり。 

基本方針    

①． 生物が棲める河川づくり。 

②． 未来の地域のため、歴史教育と豊かな自然環境を育み守る環境活動。 

③． 参道・門前町の活性化。 

          

   ５－２【安全・安心】 

     地域、学校、行政の連携でみんなが情報を共有し、自己防衛できる宮司地域。 

     基本方針 

① 住民が一体となって、犯罪を生まない地域づくりに取り組む。 

② 地域事情に明るい人を育て上げ、地域を知り、防災意識・知恵を向上させよう。 

③ 再確認の徹底で何をおいても交通安全。 

    

   ５－３【子育て支援】 

     夢をもち、福津市を担う子どもと、生きがいのある大人が集い学ぶ地域づくり。 

     基本方針 

① 宮司コミュニティセンターを教育・文化・子育て活動の拠点 にして、働きなが

ら子育てできる仕組みをつくろう。 

② 子どもと共に大人も楽しく学習していこう。 

③ 宮司地区から将来を担う子どもを育て、異世代が交流できる 仕組みをつくろう。 

 

 

 

伐採作業前 
   ⇔ 

作業後 

 



   ５－４【地域福祉】 

     仲良く元気で長生きを。 

     基本方針 

① お隣に声をかけあう互助の精神。 

② 地域の交流の場づくり。 

③ 地域活動団体相互の交流連携。 

④ 地域の交流の場づくり。人材活用をはかる。 

  

 

   ５－５【全体での事業】 

     ８月    みやじ夏まつり。  

11月    宮司ウォークラリー大会。 

12月    宮司餅つき大会。 

 

 

６．反省点  

（１）事業の規模を大きくし過ぎて、他の団体との調整がうまくいかなかった。 

（２）会議などで役員の負担が多くなりすぎた。 

（３）事業に参加する人たちが固定化している傾向がある。 

（４）郷づくり事業の目的がみんなにまだ十分に理解されていない 

 

７．今後の課題 

  宮司地区郷づくり宮司三区も今年が役員改選の時期なので、今後の取り組みは、今後の課題

を参考にして新役員で検討していただきたい。 

  参加する住民は楽しさ、喜びや、やりがいを感じられる事が最も大切だと思う。 
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